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この度は1/100 完全変形 TR-6 ウーンドウォートをお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。

本キットは285パーツとパーツ数が多く、構成もレジンキャストパーツと３Dプリントパーツのハ
イブリッドとなり、従来のガレージキットとはやや構成が異なるものとなります。

３Dプリントパーツの組み立てに関してはポリ棒の軸打ちや、グリスアップ、すり合わせ調整と
いった特殊な工程も含まれます。組み立て説明、各工程の詳細はディーラーサポートページ
(aarumodels.com)にて動画等も交えて解説させていただきます(2017年9月初旬から9月末にかけて
順次公開）。twitterでも告知いたしますのでもうしばらくお待ち下さい。

ディーラー AARU ご連絡先

代表者：インコ先生

Twitter：@inkoteacher
Web：aarumodels.com
Mail：aaru.inko@gmail.com
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脚部の組み立て

①PC-03-Cをカットして
A5に挿入

左太腿1

1mm カット

A5 ※右A6
※右脚も左右対称で作ります。
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③ [左太腿1]を挿入

②2mm径ポリ棒を加工し
て挿入(クリック関節用)

④軸を挿入した後、瞬着で固定

6mm に
カット

左太腿2

A3
※右A2

A9
※右A11

①ポリパーツを避けてグリスを
全体的に塗布

注！粘度の高い瞬着で隙間を
埋めるように。流し込み系の

瞬着はNG！！

※右脚も左右対称で作ります。

③ [左太腿2]を挿入

① PC-03-Cを
カットして挿入

②PC-03-Aの軸をカットして挿入

0.3mm 
length

左太腿3

A7
※右A8

Cut off

Cut off

Cut off Cut off

※右脚も左右対称で作ります。

④ポリパーツを避けて
グリスを半円部分に塗布
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②[左太腿3]を挿入
① 2mm径ポリ棒を6mm

にカットして挿入

③軸パーツを挿入して
瞬着で固定

左太腿4

A1
※右A4

Cut off

※右脚も左右対称で作ります。

A14
※右A39

注！粘度の高い瞬着で隙間を
埋めるように。流し込み系の
瞬着はNG！！

左膝1
※右脚も左右対称で作ります。

① 2mm径ポリ棒を7mmに
カットして挿入

②3mm径ポリ棒を8mmに
カットして挿入

A41
※右A34

A40
※右A13

A27
※右A15

A35
※右A38

③A27、A40 でA41、A35
を挟み込み、瞬着で固定
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左膝2
※右脚も左右対称で作ります。

A40
※右A13

A27
※右A15

①A27、A40 で[左膝1]を
挟み込み、瞬着で固定

②A22をA27に挿入
③3mm径ポリ棒を8mmにカット
し、A22、A27を貫通させて挿入

A22
※右A21

注！[左膝1]に瞬着が付着しないよう、
慎重に接着してください。変形可動で
きなくなります。

注！A22、A27それぞれ3mm径ドリルで軸
穴調整してください。軸穴周辺をしっかり
指で抑えて、ゆっくり、少しづつドリルを
回します。不用意に回すと軸穴が破損する
可能性があります。※A22は最終組立の際、
接着することも出来ます(後述)。

A31
※右A10

②2mm径ポリ棒を5mmにカット
し、A24、A31を貫通させて挿入

A24
※右A18

②A31をA24に挿入

左脛1
※右脚も左右対称で作ります。

注！A24、A31それぞれ2mm径ドリル
→2.1mm径ドリルの順に軸穴調整してくださ
い。軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっく
り、少しづつドリルを回します。不用意に回
すと軸穴が破損する可能性があります。

注！A24、A31は成形時にやや変形しているこ
とがあります。その場合、スムーズに可動する
よう熱矯正で組み立て前に矯正してください。

注！A24、A31の軸穴中心が揃いにくい場合、
A24の内側を少し削ると揃いやすくなります。
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外側ダクト1
※右脚も左右対称で作ります。

A30
※右A17

A25
※右A23

注！A30、A25、それぞれ2mm径ドリル
→2.1mm径ドリルの順に軸穴調整してくださ
い。軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっく
り、少しづつドリルを回します。不用意に回
すと軸穴が破損する可能性があります。

②A30をA25
に挿入

①2mm径ポリ棒を7mm
にカットしてA25に挿入

(クリック関節用)

③2mm径ポリ棒を7mm
にカットしてA25に挿入

注！A30の向きに注意！上側の
えぐれが少し右斜上に傾いて
います。

外側ダクト2
※右脚も左右対称で作ります。

A37
※右A19

②[外側ダクト1]をA37に挿入

①2mm径ポリ棒を7mmにカット
してA37に挿入(クリック関節用)

③2mm径ポリ棒を7mmにカット
して[外側ダクト1]、A37を貫通

させて挿入

注！A30、A37、それぞれ2mm径ドリル
→2.1mm径ドリルの順に軸穴調整してくださ
い。軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっく
り、少しづつドリルを回します。不用意に回
すと軸穴が破損する可能性があります。

注！[外側ダクト1]がA37に
パチンとハマりにくい場合、
干渉部(緑の部分)をヤスリ
やカッターで削って調整し
てください。
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脚部フレームのまとめと
簡易仕上げについて
※右脚も左右対称で作ります。

A26
※右A16

A28
※右A36

左膝2

左太腿4

外側ダクト2

左脛1

①A28とA26をランナーから
切り離しておきます。

②フレーム・外装パーツのすり合わせ、
接着部分を確認し、各ブロックの表面
処理、面出しを行った後、光沢クリア
→つや消しクリアの順で塗装し、表面
の細かなキズを目立たないように、フ
レームらしいフラットな仕上げにしま
す。

注！フレーム自体を全塗装する場合、組立順
序、クリアランスは製作者様、ご自身の判断
で調整してください。
フレーム全塗装は干渉部、すり合わせの調整
の難易度が格段に高まりますので、原型製作
者の立場としては、クリア塗装による簡易仕
上げを推奨いたします。

注！次工程から外装パーツ
をフレームに接着していき
ます。塗装&接着する前に
各パーツの可動、すり合わ
せをしっかりご確認してく
ださい。

左太腿5
※右脚も左右対称で作ります。

①B15をH9に瞬着で固定
※塗装後に接着B15

※右B12

H9
※左右共通

H19
※左右共通

左太腿4

②H9をH19に瞬着で固定
※塗装後に接着

③H19を[左太腿4]に瞬着で固定
※塗装後に接着

注！これより外装パーツをフレームに
接着していきます。塗装&接着する前
に各パーツの可動、すり合わせをしっ
かり確認してください。
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内側ダクト1
※右脚も左右対称で作ります。

A28
※右A36

H6
※左右共通

H2
※左右共通

①A28をH6に瞬着で固定
※塗装後に接着

①H6とA28をH2に瞬着で固定
※塗装後に接着

外側ダクト2
※右脚も左右対称で作ります。

H17
※左右共通

H18
※左右共通

外側ダクト2

②H17、H18 をそれぞれカッ
トしたPC-02-Cに挿入

①PC-02-Cをカット
1mmカット

2.5mmカット

③ ②を[外側ダクト2]に挿入

注！H17 、H18 は細く、薄い
パーツのため、成形時に曲がっ
ていることがあります。その場
合、熱矯正でまっすぐにしてく
ださい。
また、軸穴が緩かったり、固い
場合はまず2mm径のドリルで
調整後、瞬着等で渋み調整して
ください。
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外側ダクト3
※右脚も左右対称で作ります。

H7
※左右共通

H1
※左右共通

外側ダクト2

①H1、H7 をそれぞれ[外側ダ
クト2]に瞬着で固定
※塗装後に接着

左膝・脛１
※右脚も左右対称で作ります。 左膝2

左脛1

H13
※左右共通

H10
※左右共通

①[左膝1]を [左膝2]に瞬着で固定
※2mm径ポリ軸や2mm径プラ棒
を差し込んで接着してください。

②H13を①に瞬着で固定
※内側の突起を[左膝2]の溝に合わ
せます。脛側も先端部分を接着し
ます。 ③H10を[左膝2]

に瞬着で固定
注！H13を接着する際、
膝関節(脛側)を曲げて
みて干渉しないところ
で固定してください。
H13を[左膝2]に接近
させ過ぎると干渉する
場合があります。
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左膝・脛2
※右脚も左右対称で作ります。

H5
※左右共通

H8
※左右共通

①H5、H8それぞれを左膝・脛1に瞬着で固定
※塗装後に接着

左膝・脛１

左膝・脛3
※右脚も左右対称で作ります。 H12

※左右共通 左膝・脛2

①H12を左膝・脛2に瞬着で固定
※塗装後に接着
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左膝・脛3
※右脚も左右対称で作ります。

H15
※左右共通

①H15、H16 それぞれをA26に瞬着で固定
※塗装後に接着

H16
※左右共通A26

※右A16

脚裏バインダー1
※右脚も左右対称で作ります。

左脚組立1
※右脚も左右対称で作ります。 足裏バインダー１

左太腿5

左膝・脛3

①[左膝・脛3]、[足裏バインダー１]
それぞれを[左太腿5]に瞬着で固定
※ [左膝・脛3]の差し込みが固い場合、
ヤスリで削ってゆるくなるまで調整
してください。接着するので、少々
削りすぎても大丈夫です。
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左脚組立2
※右脚も左右対称で作ります。

左足組立1

外側ダクト3

内側ダクト1

①[内側ダクト1]、[外側ダクト3]それ
ぞれを[左足組立1]に瞬着で固定
※ [外側ダクト3]は赤く囲まれた部分
に少量、瞬着を塗布し接着してくだ
さい。内部の可動パーツに瞬着が付
着すると変形できなくなります。

左脚組立3
※右脚も左右対称で作ります。

左足組立2

H11
※左右共通

Ｂ14
※右B10

Ｂ11
※右B8

Ｂ6
※右B5

①B14、B11、H11、B6、それぞれを
[左足組立2]に瞬着で固定※塗装後に
接着
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ドラムフレーム
の組み立て

① B27をランナーから切り離し、全幅が
5.8mm~6mmになるようにサポート面をヤスリ
で削ります。※設計上は6mm

②B21、A22それぞれ、厚みが2.8mm~2.9mm
になるようにサポート面をヤスリで削ります。
※設計上は2.9mm

ドラムフレーム1

B27

Cut offB22

B21Cut off

④PC-03-Cの軸を
きれいにカットし
てB21、B22に挿入

③B21、A22の裏面の印を確実に合わせてB27に挿入し、
瞬着で固定※B21、B22、共にB27の厚みを超えないよ
う、事前にすりあわせた上で接着してください。
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ドラムフレーム2 B23
※番号1

B24
※番号2

B25
※番号3

B26
※番号4

③ 2mm径のポリ棒を4mmにカット
し、B23~B26 それぞれの左右の軸
穴を貫通させて[ドラムフレーム1]
に挿入。

① 各接続ブロック(B23~B26)と[ド
ラムフレーム1]の接触面全般に、グ
リスを綿棒でたっぷり塗布します。
※ポリ棒が挿入されるクリック部の
溝は避けてください。ドラムフレーム1

②各接続ブロック(B23~B26)を
[ドラムフレーム1]に差し込みま
す。※接続ブロックの裏側にもグ
リスを塗布してください。

ドラムフレーム3
H3

※左右共通

①H3※左右共通を[ドラムフレーム２]に挿入
します。ポリパーツに軸を差し込みます。
H3の裏側にグリスをたっぷり塗布してくだ
さい。

※メンテナンスを考慮すると非接着が推奨ですが、四半円上の
凸凹部で接着することもできます。

※H3の挿入がきつい場合、軸を1~2mm程カットす
るかカッター等で軸径を削ると挿入しやすくなりま
す。軸が折れないように慎重に作業してください。
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ドラムフレーム補足

※緑色の部分を0.1mm~0.2mm程削ると各ブ
ロックの可動がスムーズになりやすいです。

股関節フレーム
の組み立て
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① PC-03-Cの軸を片方だけ
0.3mm程残してカットし、

A32に挿入

②A42、A43それぞれ、A32に挿入し、
瞬着で固定※塗装後に接着

股関節ブロック1

A32

Cut off

0.3mm 
length

A42

A43

前 後

股関節ブロック2

①PC-03-AをA33に挿入
※軸を左右1mmだけ
カットしてください

A33

A29

A12

②2mm径ポリ棒を5mmにカット
しA12に挿入

③A29、A12でA33を挟み込んで
瞬着で固定。※塗装後に接着



2017/9/28

19

股関節ブロック3

①[股関節ブロック2]を[股関節ブロック1]に挿入
※すり合わせがきつい場合、 [股関節ブロック2]
側の左右の突起等を削って調整してください。

注：このブロックにドラムフレームがすっ
ぽり収まります。事前にはめてみて、きつ
く、干渉しないか確認してください。設計
上の間口は13.4mmです。もしそれより狭
い場合は熱矯正で広げてください。股関節ブロック1

股関節ブロック2

ブーストポッド
の組み立て
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接続アーム1

C10

①PC-03-Cの軸を左右それぞれ2.5mmカット
し、C9、C10で挟み込み、C53に挿入して瞬
着で固定します。※塗装後に接着します。 C9

C53

②3mm径ポリ棒を8mmにカッ
トし、C53のクリック軸穴に挿
入します。

接続アーム2

C23

②2mm径のポリ棒を6mmに
カットしてC24に挿入します。

C47 C24

①3mm径ポリ棒を8.6mmに
カットし、C47のクリック軸穴
に挿入します。

接続アーム1

③C47と[接続アーム1]をC23、C24で挟み込んで瞬着で固定します。※塗装後に接着します。
※各パーツの向きに注意！右図を参考にしてください。
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ポッドフレーム1
C42

②C22をC42 、[接続アーム2]の突起をかませながら
挿入します。

C22

①[接続アーム2]をC42に挿入します。
※まだ接着しません！

接続アーム2

※まだ接着しません！また、C22のハメ合わせが非常
に硬いので、C22、[接続アーム2]側の突起を削って、
着脱しやすいように調整してください。※最終的に
は接着します。

ポッドフレーム2

ポッドフレーム1

①C45を[ポッドフレーム1]に挿入しま
す。※まだ接着しません！

C45
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ポッド1

ポッドフレーム2
①まずJ15を加工します。色の付いた円筒部分
が干渉しますのでカッターやヤスリで削って
ください。※組み立て後見えなくなる部分で
す。下図程きれいに削る必要はありません。
干渉が解消できればOKです。

J15

※お詫び：ここは設計漏れでした。誠に申し訳ござい
ません。お手数をおかけいたしますが、加工をお願い
致します。

J15

①

②

②J15を[ポッドフレーム2]に挿入します。まず
後方の①を差し込み、その後、前部の②側を
合わせます。※ここでもまだ接着しません！

ポッド2

①I1を[ポッド1]に挿入します。

I1

※緑の部分に隙間が見える場合、下図の色が
着いた部分を削るか、フレーム側を削ってく
ださい。

ポッド1

※ブーストポッドはここまで組み立てできることを確認した後、各パーツを塗装、接着してください。
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ポッド3

①冷却ガスタンク(I11、I12、I26、I27、I35、
I36)を[ポッド2]に挿入して瞬着で固定します。
※塗装後に接着。

I11

ポッド2 I12

I27

I26I36

I35

ポッド2

② C3を[ポッド2]に挿入して瞬着で固定します。
※塗装後に接着。

C3

ポッド4

① I20、I19、I24、I23を[ポッド3]に挿入して
瞬着で固定します。※塗装後に接着。

ポッド3

I20

I23

I19

I24
ポッド3

② I22、I23を[ポッド3]に挿入して瞬着で固定
します。※塗装後に接着。
※I22、I23は2mm径の穴を開けることで、ポ
リ棒で脱着可能にできます。

I23

I22
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ポッド5
ポッド4

D3

D2

① D2、D3を[ポッド4]に挿入して瞬着で固定
します。※塗装後に接着。

股間スラスター
の組み立て
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ジョイント1

① PC-03-Bの軸を左右共に2.5mmカットし、
B34、B35で挟み込みます。

B36

I23

B34

③ I9の破線丸で囲った部分にドリルで3mmの穴を
開けます。※塗装前に加工。
※中心にガイドがあるので、小さなドリルや千枚
通しからはじめて徐々に穴を広げてください。

I9

B35

② B34、B35をB36に挿入し、瞬着で固定しま
す。※塗装後、接着します。

I9
※加工済

①

②

④I9をB36に差し込み、6mmにカットした3mm径のポ
リ棒を貫通させて挿入します。※塗装後に組み立て。

B34、B35、B34
※組立済

ベース1

① C11がこのままでは次工程で干渉してしまうため、
加工します。緑線の部分でカットしてください。※
ニッパー等でカットするのは厳禁です。デザインナイ
フ、ヤスリ、ホビーソー等で慎重に削ってください。

C11

I23

B34

② C11をC17に挿入し、瞬着で固定します。※塗装後
に接着。
※少しはめ込みづらいので、C11側の突起をヤスリで
削って調整してください。接着しますし見えなくなる
部分ですので少々削りすぎても問題ありません。

C11
※加工済

※お詫び：ここは設計漏れでした。誠に申し訳ござい
ません。お手数をおかけいたしますが、加工をお願い
致します。
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スラスター1

① J17にI25、I7を挿入して瞬着で固定します。
※塗装後に接着。

J17

I7

I25

②I25に、J17にB37、[ベース1]を挿入して瞬着で固定
します。※塗装後に接着

I25
※加工済

B37

ベース1

スラスター2

① [ジョイント1]にF1、続いて[スラスター1]に
挿入して瞬着で固定します。※塗装後に接着。

スラスター1
F1

ジョイント1

I9

※ジョイント1を接着する際、I9の左右の突起部分
のみに瞬着を塗布して固定してください。決して
[ジョイント1]には付着しないように留意してくだ
さい。



2017/9/28

27

背骨フレームの
組み立て

背骨フレーム

①2mm径6mm⻑のポリ棒 2本
2mm径5mm⻑のポリ棒 1本
PC-03-Bの軸を3mmカット(2mm残)したパーツ

を用意します。

B7 B16

②各ポリパーツを挿入、挟み込んで上図の用に組み立て、
瞬着で固定します。※塗装後に接着。

2mm径
6mm⻑

2mm径
6mm⻑

2mm径
5mm⻑

③PC-02のランナーの三叉になっている部分を
左図の通りに加工し、B7、B16に挿入します。
※このパーツがなくてもプリムローズ2は固定
できます。任意で作成してください。

PC-03-Bの軸
を3mmカット

注！B7、B16の軸穴は2mm径ドリル→2.1mm径ドリルの順に軸穴調整
してください。軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっくり、少しづつド
リルを回します。不用意に回すと軸穴が破損する可能性があります。
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ボディの組み立て

事前準備
B33

J13J14

① B33とB13、B14の接触面(緑の線枠の部分)で摩擦が強すぎる
と、塗装ハゲの原因になるので、右図のように事前にすりあわせ
てみて、スムーズに嵌まるようにヤスリ等で削ってください。
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ボディ1
① PC-02-Dの軸を全
てカットし、カット
した面にデザインナ
イフで切り込みを入
れます。※2つ作成。

B33

G9

③ G9、G3でポリパーツごと、B33の軸を挟み込ん
で瞬着で固定します。※塗装後に接着。
※接着する際、B33には付着しないようにしてくだ
さい。

② PC-02-Dの切り込みを広げながらB33を差
し込みます。※塗装後、組み立てます。

G3

ボディ2

① 2mm径ポリ棒を5.4mm、5.2mmにカットし、
B31に挿入します。※B31の向きに注意してくだ
さい。

B31

② [ボディ1]、G10にB31のポリ棒をグッと押し込
みます。※塗装後に組み立て。

G10

B31 5.4mm⻑

5.2mm⻑

注！B31の軸穴は2mm径ドリル→2.1mm径ドリルの順
に軸穴調整してください。軸穴周辺をしっかり指で抑え
て、ゆっくり、少しづつドリルを回します。不用意に回
すと軸穴が破損する可能性があります。

ボディ1

③ [ボディ1]の突起にJ2を挿入し
て瞬着で固定します。※塗装後
に接着。
※接着する際、B31には付着し
ないようにしてください。

J2
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ボディ3

① B32をJ1に瞬着で固定後、J1を[ボディ2]に挿
入、瞬着で固定します。※塗装後に接着。

② G10にJ2を瞬着で固定後、[ボディ2]の突起に挿
入しながら瞬着で固定します。※塗装後に接着。
※J1にはガイドの2mm径の穴がありますのでプラ
棒等で補強しながら接着できます。
※接着する際、B31には付着しないようにしてくだ
さい。

G10

J1

ボディ2

J2

B32

ボディ2

ボディ4

②上図に従い、各パーツを挿入し、
瞬着で固定します。※塗装後に接着。

③ ②で組み立てたダクト
をポリ軸を起点に90°上方
に回転させ、ポリパーツを
[ボディ3]に挿入します。

J13

I14

ボディ3

J14

I5

I6
I13

①右図に従い、PC-02-C
を加工します。※2つ用
意。

※J13、J14、I13、I14の2mm径の軸穴はハメ殺し
になります。事前に瞬着を流し込んだ後、ポリ軸
を挿入して、渋めに調整しておいてください。

④右図の緑線の部分は
変形時に干渉するので
グリスを塗布します。
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ボディ5

I29

B50
B51

I30

B53

B54

①下図に従い、各パーツを切り出します。

②I30、I29に2mm径、4.4mm⻑に加工したポリ棒を挿入
します。※B50 、B51、I29、I30はプリムローズ2分離・変形
状態に使用する形状優先パーツです。MS形態では使用しません。

1mm径 真鍮線

1mm径 真鍮線

③B53、B54の軸に1.1mmのピンバイスで穴を広げ、
1mm径の真鍮線を挿入、瞬着で固定します。

※B53 、B54には予め1.1mm径の穴が空いていますので力を入
れずゆっくりピンバイスを回してください。このときに回しす
ぎて貫通しないよう、気をつけてください。11.5mmの深さで
挿入出来ればベストです。真鍮線が抵抗なく挿入できるように
なったら、接着します。

②

②

③
③

③ポリパーツ受けの部分に
グリスを塗布した後、B53、
B54の軸を[ボディ4]のポリ
穴に挿入します。

※ここの可動軸は他の可動
軸に比べて弱いので取扱は
慎重にしてください。
動かす際は必ずB53、B54
の軸の支点を意識して動か
してください。

ボディ6
J9

J8

ボディ5

①軸をきれいにカットしたPC-03-BをJ8、
J9にそれぞれ挿入し、B53、B54に通します。

※この時、必ずB53とB54をしっかり持って、
ゆっくり挿入してください。不用意にね
じったりすると破損する恐れがあります。

B53
B54

軸を全てカット

軸を全てカット
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腕部の組み立て

左肩1

J4
右J3

B19
※右B20

②

②

③

②PC-03-CをB30、B49で挟
み込み、瞬着で固定。さらに
J4に下から挿入して瞬着で固
定します。※塗装後に接着

B49
※右B28

B30
※右B43

②

②

③

①

①PC-03-Cの軸を2mm残して
カットします。

③B1をJ4に挿入後、瞬着で固定。
※塗装後に接着
B19をJ14に挿入。※非接着を推奨。
※B19は少しハメづらいので左右を
ヤスリで削って調整してください。

B1
※右4

完成形

※右腕も左右対称で作ります。
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左上腕1
※右腕も左右対称で作ります。

① ①PC-03-Bの軸を1.5mm残
してカットしてB48に挿入
します。

②3mm径のポリ棒を7mm⻑、9mm⻑にカット
して、B44に挿入します。

B48
※右B62

B44
※右B61

7mm⻑

9mm⻑

①

②

③2mm径のポリ棒を5mm
⻑に2本、カットしてB56
に挿入します。

B56
※右B59

B56
※右B59

B55
※右B45

B2
※右B3

④B48、B44をB55、B56で挟み込み、瞬着で固定します。ま
た、B2をB48に挿入し、瞬着で固定します。※塗装後に接着
※ポリ軸を潰さないように少し面取りして挿入してください。
※B55とB56の接着はソフトタッチ(傷がつきにくいプライ
マー)等を使用してしっかり挟み込んで固定してください。

B48
※右B62

B44
※右B61

左肩上下腕1
※右腕も左右対称で作ります。

①2mm径のポリ棒を5mm⻑にカットして、B18
に挿入し、そのまま[左上腕1]をB46と共に挟み込
み、瞬着で固定します。 ※塗装後に接着

B18
※右B47B46

※右B29

5mm⻑

左上腕1

※ポリ軸を潰さないように少し面取りして挿入してください。
※B46とB18の接着はソフトタッチ(傷がつきにくいプライ
マー)等を使用してしっかり挟み込んで固定してください。

②[左肩1] を[左上腕1]のポリに挿入。
続いて、B46、B18をH14に挿入し、
瞬着で固定します。 ※塗装後に接着

左肩1

H14
※左右共通

B46
※右B29

B18
※右B47
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左肩上下腕2
※右腕も左右対称で作ります。

B60
※右B57

①PC-03-Dのポリ軸を
根本からカットして、
B60に挿入。

B52
※右B58

B9
※右B13

B60
※右B57

②B52、B9をB60に挿入し瞬着で固定。
※塗装後に接着

左肩上下腕1

③B60を[左肩上下腕1]に挿入し瞬着で
固定。※塗装後に接着

左腕
※右腕も左右対称で作ります。

B63
※右B65

I39
※右I40

B40
※右B41

I37※
右I38

①2mm径→2.1mm径ドリルで軸穴を調整し
た後、B63をB40に挿入。
②2mm径ポリ棒を6mm⻑にカットし、B63、
B40を貫通して挿入。
③I37をB40に挿入して瞬着で固定
※塗装後に接着

左肩上下腕2

⑦任意で平手、握り手を
[左肩上下腕2]に挿入。

B64
※右B66

B38
※右B42②

①

③

⑤

④

⑥

④2mm径→2.1mm径ドリルで軸穴を調整し
た後、B64をB38に挿入。
⑤2mm径ポリ棒を6mm⻑にカットし、B64、
B38を貫通して挿入。
⑥I39をB38に挿入して瞬着で固定
※塗装後に接着

注！B63、B40、B64、B38の軸穴は2mm径ドリル→2.1mm径ドリルの順に軸穴調整してください。軸穴周辺をしっかり指
で抑えて、ゆっくり、少しづつドリルを回します。不用意に回すと軸穴が破損する可能性があります。



2017/9/28

35

頭部の組み立て

襟首1

C28

①I8をC28に挿入して瞬着で固定。
※塗装後に接着。
※はめ込みがきつい場合はI8側の
突起やC28側を削って調整してく
ださい。

ポリ軸穴は
傾いています。

I8

③2mm径ポリ棒を5mm
⻑にカットしてC28に
挿入。※軸穴を調整す
る際は傾きに注意して
ください。

C28

5mm⻑

注！C28の軸穴は2mm径ドリル→2.1mm径ドリルの順に軸穴調整してください。軸穴周辺を
しっかり指で抑えて、ゆっくり、少しづつドリルを回します。不用意に回すと軸穴が破損する
可能性があります。

②C28の首側の軸穴を3mm径→3.1mm
径ドリルの順に軸穴調整してください。
軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっ
くり、少しづつドリルを回します。不
用意に回すと軸穴が破損する可能性が
あります。

②

①
③
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頭部1
G2

①G8をF2、更にG2に挿入して瞬着で固定。
※塗装後に接着。

G8

D1

5mm⻑

F2

E1

G2

③2mm径ポリ棒、もしくはプラ棒を8mm⻑
にカットし、D1を貫通させてG2に挿入し、
D1をG2に瞬着で固定。
※塗装後に接着。

②E1をD1のツインアイに挿入。
※塗装後に挿入。
※接着するのであればごく少量で慎重に作業し
てください。

②

③

頭部２

①G６、D6、G2の順に
挿入して瞬着で固定。
※塗装後に接着。

Ｄ6

G6

G1

G2

②D4、G1をG2に挿入して瞬着で固定。
※塗装後に挿入。

D4

G2
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頭部3

①F4、F3、G5、G7を上図のように[頭部2]
挿入して瞬着で固定。※塗装後に接着。

※F3、F4のはめ込みがきつい場合、G5側を
削って調整してください。

G7

②G4、F5、F6を上図のように[頭部2]に挿入し
て瞬着で固定。
※塗装後に挿入。

G4

G5

F3

F4

頭部2

F5

F6

頭部2

頭部4

①F4、F3、G5、G7を上図のように[頭部2]
挿入して瞬着で固定。※塗装後に接着。

※F3、F4のはめ込みがきつい場合、G5側を
削って調整してください。

I2

②ボールジョイントを上図のように各パーツに挿
入して瞬着で固定。

※ボールジョイントはバンダイ ボールデンアー
ムズのボールジョイント中でも代替できます。

G2

I31

頭部3

市販パーツ
関節技ボールジョイント

中サイズ

I32

I3

頭部3
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シールド
ブースター
の組み立て

前左右指1

C18

C48

C20
C14

C26

C43

C50
C35

②右図のように各パーツを挿入し、2mm径のポリ
棒を⻑めに取り貫通させた後、余分な箇所をカッ
トします。

軸穴の中心が通りづらい際はC20、C14、C50、
C35の軸受けの内部を彫刻刀やタガネ等で削って
ください。グリス塗布も有効です。

※この工程が本キットの中でも最も繊細で、難易度が高い
箇所になります。

①各パーツの軸穴を2mm径ドリル→2.1mm径ドリルの順に
軸穴調整します。軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっく
り、少しづつドリルを回します。
不用意に回すと軸穴が破損する可能性があります。

※前左右指1は一通り、本工程を組み立ててから全体に
クリア＆つや消し塗装することを推奨します。
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後左右指1

C34

C36

C17

C16

C12
C13

C32

C33

②右図のように各パーツを挿入し、2mm径のポリ
棒を⻑めに取り貫通させた後、余分な箇所をカッ
トします。

軸穴の中心が通りづらい際はC34、C36、C12、
C13の軸受けの内部を彫刻刀やタガネ等で削って
ください。グリス塗布も有効です。

※この工程が本キットの中でも最も繊細で、難易度が高い
箇所になります。

①各パーツの軸穴を2mm径ドリル→2.1mm径ドリルの順に
軸穴調整します。軸穴周辺をしっかり指で抑えて、ゆっく
り、少しづつドリルを回します。
不用意に回すと軸穴が破損する可能性があります。

※後左右指1は一通り、本工程を組み立ててから全体に
クリア＆つや消し塗装することを推奨します。

前後左右指1
I15

I16

①I15、I16を前左右指1、
I17、I18を後左右指1に挿入して瞬着で
固定します。 I18

I17

前左右指1

後左右指1
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フレーム1
C55

C15

②上図のようにPC-03-DをC55、C15に挿入し、
3mm径のポリ軸の突き出した余分な箇所をカット
します。

② ①
②

② ②

①PC-03-Dのポリ軸を1.5mm残
してカットし、C15に挿入します。

③C55の軸をC15、C31の順に挿入します。

C55

C15

C31

注：クロー形態への変形時、わずかですがC15は
C55の軸をスライド移動します。スライドが固い
場合、抵抗なく、スムーズに可動するように、軸
を削って調整しておいてください。

フレーム2

②2mm径のポリ軸をC31、[フレーム1]を貫通させ
て挿入し、突き出した余分な箇所をカットします。

②

①

①3mm径のポリ軸を9mm
⻑にカットし、C46、C31
を貫通させて挿入します。
※ポリ棒はC46より3mm程
突き出します。

④3mm径ポリ棒を10mmにカットし、C6、C31を
貫通させて挿入します。
※ポリ棒はC31から2mm程、突き出させます。こ
の部分に後工程でグリップが付きます。

③C6の緑色に塗られた部分(裏側も)を
0.2mm~0.3mm程削ってください。変形時に干渉
してしまい、塗装がはげやすくなります。C31

C46

フレーム1
C6

C31

9mm⻑

10mm⻑
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フレーム３

②C39に[フレーム2]、C25を挿入して瞬着で固定します。
※塗装後に接着
※C39と[フレーム2]は少しはめにくいので、[フレーム2]
側の突起を削ってください。

①3mm径、2mm径のポリ軸を6mm⻑にカット
し、C19、[フレーム1]を貫通させて挿入します。

③C7をI10に挿入し、さらにI10を[フレーム2]に挿入し、
3mm径ポリ棒で貫通させた後、余ったポリ棒をカット
します。

※I10、[フレーム2]の軸穴はいつもよりも緩めに、
3.0→3.1→3.2mmドリルで調整してください。変形させ
やすくなります。

C19

C31

6mm⻑

7mm⻑

フレーム2

フレーム2

C39

C25

C7 I10 フレーム2

フレーム4

①C1、C2を[フレーム3]に挿入して瞬着
で固定します。※塗装後に接着

※左図を参考して、向きに注意してくだ
さい。はめにくい場合、一方の突起を
カットしてはめてください。

③C8をI28に挿入し、さらにI28を[フレーム3]に挿入し、
瞬着で固定します。※塗装後に接着

フレーム3
C8

I28

フレーム3

C1

C2
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フレーム5

②C38を[フレーム4]に挿入し、さらに前指を左右それぞれ
ポリパーツに挿入して挟み込みます。※塗装後に組み立て

③後指を左右それぞれ [フレーム4]に挿入します。

フレーム4
フレーム4

C38

C21

①PC-03-Cの軸をきれい
にカットし、左図のよう
に挿入します。※塗装後
に接着

前左指

前右指

後左指

後左指

※前後の指パーツを挿入する際は、必ず軸の根元を持って慎重に作業してください。指側が破損する恐れ
があります。

ボディ1

②I33、I34、[フレーム5]をそれぞれJ16に挿入し、瞬着
で固定します。※塗装後に接着

C51

C52

①各パーツを上図のように挿入し、瞬着で固定します。
※塗装後に接着

フレーム5

J16

J5

J6

J16

I33

I34
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ボディ2

②J11、J12をJ10に挿入し接着後、[ボディ1]のバレルに
挿入、瞬着で固定します。

※J11、J12は成形時に歪みが大きいので、熱矯正である
程度まっすぐに矯正してください。J10が比較的歪みが
ないので、接着してしまえば、まっすぐになります。

①J7を[ボディ1]のポリ軸とホゾ穴で、はめあわせます。
※非接着推奨
※塗装後に組み立て

J7 J11

ボディ1 ボディ1

J12

J10

ボディ3

①PC-03-Aの軸を全てカットし軸がついていた面を
0.1mm程薄くデザインナイフ等で削ります。
②3mm径ポリ棒を6mmにカットした物を、C37に挿入し
ます。
③PC-03-AとC37をC54、C49で挟み込み、瞬着で固定し
ます。※塗装後に接着

C54

ボディ2

C49

C37

③

②

① ③

③

③ 6mm⻑

C30

C4

C27

④

⑤

⑥

④PC-03-Dの軸を全てカットしC30に挿入します。
⑤PC-03-Dの軸を1mmカットした物をC4、C27で挟み込み、
瞬着で固定します。
⑥PC-03-DをC30に挿入します。

⑦各パーツをポリパーツに挿
入します。
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グリップ

①2mm径→2.1mm径ドリルで軸穴を調整した後、C40を
C41に挿入。
②2mm径ポリ棒を6mm⻑にカットし、C40、C41を貫通
して挿入。
③I42をB41に挿入して瞬着で固定
※塗装後に接着

I42

C40
C41

③

②

①

6mm⻑

C29

④C29をグリップに瞬着で固定します。※塗装後に接着

補足：グリップの種別

こちらのグリップはディスプレイ、クロー形態への変形
用です。

こちらのグリップは蛇腹
アーム併用の持ち手です。

右肩のカバーを外して蛇
腹アームを接続すること
も出来ます。
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最終組立

股間ブロック&脚部

①2mm径のポリ棒を2mm⻑にカットし、股関節軸に挿入
します。

②ポリ棒を右図の股関節軸受の
抉れている部分に合わせて、脚
部を挿入します。

前 後

※右脚も左右対称で組み立てます。

※ポリ棒はそのままだと外れやすいので極微量の瞬着で仮止めするのも有効です。瞬着が完全に固まってか
ら脚部を挿入してください。
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頭部＆ボディ

①頭部をまずボディフレーム後方の溝に挿入してから、ポリ棒をグッと差し込みます。

ボディ＆腕部＆背骨

①腕部を肩関節軸に挿入します。
※肩関節軸の根本、バインダーを持って慎重に差し込ん
でください。

①背骨フレームのポリ棒をボディのダクト後方に挿入し
ます。
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最終組立

①各ブロックのポリパーツをドラムフレームの軸に挿入
します。

軸番号：１

軸番号：2

軸番号：4

軸番号：3

完成 お疲れ様でした！！


